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合科主義教授の原則にたち国民科 (修身・国語 。国史 。地理の統合),理数科 (算数・理科の統合),
























































































「国民精神ノ振作 一 聖旨ヲ奉体シ国民道徳ノ振作ヲ期スベシ。一 国体観念ヲ明徴ニシ,忠
君愛国ノ精神ヲ作輿スベシ。一 敬祖崇祖ノ念ヲ培ヒ,敬度報謝ノ誠ヲ効スベシ。
県民性ノ陶冶 一 藩祖公ノ雄志ヲ景仰シ,進取発展ノ志気ヲ振起スベシ。一 質実剛健ノ気風
ヲ助長シ,堅忍持久ノ精神ヲ更張スベシ。一 自立自営ノ精神ヲ涵養シ,勤労愛好ノ風尚ヲ発揚ス
ベシ。一 連帯責任ノ観念ヲ養ヒ,共存共栄ノ実ヲ挙クベシ。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明徴 二,児童の能力に適応 三,低学年合科教育 (児童の日常生活を中心にして総合的に教育し
て行く) 四,作業教育の高調 五,郷土尊重の教育 (郷上を基にして教育して行 く) 六,体育

















































































































































































































































































































































































































































































































































)「青年学校体操科教授及訓練要目制定の方針」 「体育と競技J 昭和12年8月号 pp17～18 以下旬読点
一部引用者
脩)北沢清 「国防体育大会を顧みてJ 「体操」 昭和13年4月号 p37














19)「天皇制国家の支配原理」 未来社 1966 pp148～150
10 「資料日本現代教育史J 宮原誠一 伊ケ崎暁生 藤岡貞彦編 三省堂 1974 p325
CD 「現代日本の教育思想 戦前編」 柳久雄 川合章編 黎明書房 昭和37年 p220
1か 同上書 p214












できたのである。(志摩陽伍 「国民学校の教育」 「日本近代教育史」 現代教育学 5 岩波書店 1962
pp316-317




告 教育科学 第19巻 第 1号 昭和52年)において指摘しておいた。
10 「体操」 昭和13年4月号 p43
tO 同上誌 p43
10 同上誌 p43 原文のまま。
90 同上誌 p43 原文のまま。
9り 「宮城県教育百年史」 宮城県教育委員会編 昭和52年 p253
新潟県でも昭和15年8月に県教育会が次のような「教育是綱領Jを決定している。
「・教育勅語ノ聖旨二則 り皇国民タルノ資質ヲ錬成スルコト ・質実剛健堅忍持久ノ精神ヲー層振作スルコ
ト ・誠実勤勉質素倹約ノ気風ヲー層助長スルコト ・明朗潤達敢為進取ノ気象ヲ涵養スルコト ・集団的
勤労作業ヲ重ンジ特二奉仕的生活ノ訓練ヲナスコト ・科学的訓練ヲ重視シ国防ノ強化二資スルコト ・保
健思想ヲ涵養シ心身ヲ鍛錬シテ体位ノ向上ヲ図ルコト」 (「新潟県教育百年史 大正・昭和前期編」 新潟県
教育百年史編さん委員会 昭和48年 p867)
9) 「学校体操界の回顧」 同誌 pp82～83
9ひ 「精神的動員下における体育J 「小学校体育」 昭和12年10月号 p23






















00 同上誌 p6 傍点篠崎
09 「体育要論 (三)～意志陶冶論～」 「体育と競技」 昭和12年3月号 p7
確0 同上誌 p8 傍点篠崎
鳥取大学教育学部研究報告 数育科学 第25巻
80 同上誌 p8
9か 「体育と競技J 昭和13年5月号 pp9～15 以下頁数は引用の範囲を示す。
10 「体育と競技J 昭和15年1月号 pp39～46 傍点高尾







1501 同上誌 p37 傍点大石
60 同上誌 p郎7～38 傍点大石
6か 同上誌 p38 傍点大石
































同書 成美堂 昭和11年 pp71～73
同上書 p71
同上書 p73
202 入江克己 :日本ファシズム体育思想の研究 (m)
















望す」 岩野次郎 「体育を義務制とせよ」 高尾卯之助 「女性をして活躍せじめ」 須囲四郎 「体操
の国家的強制と国民精神」 稲垣三郎 「社会体育の振興に完壁を期せ」 佐々間敬三
10 「体育と競技」 昭和14年10月号 pp2～3






1831 同上誌 p ll
lMl 同論文 (二) 「体育と競技」 昭和15年6月号 p9
1851「体育と競技」 昭和14年5月号 pp8～9
00 「教育」 第5巻 第9号 昭和12年9月 ppllo～114







0り 「体育と競技」 11月号 pp2～5




























































代〉が開幕するのである。J(「近代日本思想史講座 lJ 伊藤整 家永二郎編 筑摩書房 昭和34年 p322)
00 同上誌 p3
00 「体育と競技」 昭和15年4月号 pp 2～4
00 「体育と競技」 昭和15年6月号 巻頭言
00り 「体育と競技」 昭和15年10月号 pp2～7
tり 「教育学研究J 第15巻 第11号 昭和15年11月
l10 「教育学研究J 第15巻 第12号 昭和15年12月
l10 F鍛錬と養護 (「体錬科に就いて」の其の一)」 p49







1り 「小学校体育」 昭和12年9月号 pp22～27
10 「小学校体育」 昭和14年1月号 pp30～36 原文のまま。













On「要目を続る視学の越権が表面化せる東京市学校体育の解剖 !」 「小学校体育」 昭和12年10月号 pp89～90
00 同上誌 pp91～92 傍点同誌記者
Qけ 同上誌 p92 傍点同誌記者
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